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たは未成魚期の個体が、網代漁港において集魚灯で採
集された。
　カレイ目については、4種が確認された。ヒラメに
ついては、3月から 5月にかけて仔稚魚が採集され、
6月以降は稚魚期以降の着底個体が蒲生川、網代漁港
および大谷海岸においてソリネットで採集された（図
5）。イシガレイ Kareius bicoloratusおよびマコガレイ
はいずれも 3月に発育段階初期の仔魚が採集された
（図 6, 7）。
　フグ目については、5種が確認された。いずれの種
も採集数は少なかったが、仔稚魚は主に 6月から 7月
に採集された。

考　　察
　本調査では鳥取県東部岩美町の沿岸域および河口域
において、合計 77種の魚類が確認された。和田ら（2014 
a）は、岩美町内の砂浜海岸である小栗浜および熊井
浜において、本研究で用いた採集具よりもかなり規模
の大きい曳き網を使用した魚類採集調査を行ってお
り、合計 58種の魚類が採集されている。このうち、
本研究でも確認された魚種は 30種であった。和田ら
（2014 a）の調査で確認されなかったが本研究で確認さ
れた種の多くは、スズキ目に属するカジカ亜目、ゲン
ゲ亜目、ギンポ亜目、およびハゼ亜目に属する魚種で
あった。これらの魚種は特に網代漁港内の集魚灯、サー
フネットおよびソリネットで採集された。漁港は人為
的に作られた静穏域であるが、これらの種群の成育場
として重要な役割を果たし、沿岸域における魚類の多
様性の維持に寄与している可能性が示唆される。また、
浦富海岸浅海域における潜水観察による魚類相調査
（和田ら 2014b）では 146種の魚類が確認されており、
このうち、本研究でも確認された種は 43種であった。
和田ら（2014a, 2014b）で確認されず、本研究でのみ
確認された種は 25種であった。また、本研究で確認
された 77種のうち 59種については仔稚魚期の個体が
採集された。周年に渡り出現したカタクチイワシに加
え、春季にはマイワシ、スズキ、ヒラメ、夏季にはク
ロダイ、メジナ、マサバ、秋季にはシロギス、冬季に
はサケ、アユなどの水産資源としても利用される種の
仔稚魚の出現が確認され、当該水域が鳥取県の水産資
源の一部を育む場としても重要な場であることが明ら
かになった。
　本調査で最も採集個体数が多かったカタクチイワシ
は、ほぼ周年に渡り、様々な発育段階の個体が確認さ
れ、仔魚から稚魚への移行段階の個体は 5月から 12
月にかけて長期間に出現した（図 2）。本種は産卵期

が長いとされており（落合・田中 1986a）、このよう
な産卵生態を反映した出現パターンが示された。一方、
カタクチイワシ以外のニシン目の仔稚魚については、
マイワシが 3月、ウルメイワシとコノシロが 5月から
6月と出現時期が限定された。
　サケ目に属するアユ、サケについては、いずれも河
川淡水域で産卵する種である。アユについては、秋季
を中心に産卵し、孵化した仔魚が晩秋から冬季にかけ
て川を下るが（落合・田中 1986b；塚本 1988）、本調
査では発育初期の個体も採集されており、蒲生川にお
いてもアユの再生産が行われていることを示唆する結
果となった。また、網代漁港において採集されたサケ
の稚魚については、地理的に隣接する蒲生川由来の可
能性がある。本調査で採集されたサケの稚魚の一部に
は人工的に放流された個体も混在している可能性もあ
るが、形態異常個体はほとんど見られず、多くは天然
由来であると考えられた。サケの稚魚の降海盛期につ
いて比較すると、北海道では 4月から 5月である（小
林 1977）。一方、本調査では盛期が 2月で 4月以降の
採集がなかったことから、北海道よりも稚魚の降海時
期が早い可能性が示唆された。
　ボラ目に属するボラについては、本調査において体
長 30 ㎜未満の稚魚は 11月から 5月にかけて出現した
のに対し（図 3）、セスジボラの出現期は 5月に限定
された。ボラの産卵生態については不明な点も多いが、
少なくとも 10月から 2月にかけて産卵が行われ、産
卵期は長いことが知られており（水戸 1961）、このよ
うな長い産卵期を反映した出現パターンを示したもの
と考えられた。一方、セスジボラについて、飼育環境
下で、孵化後 25日から 34日で全長 9 ㎜から 13 ㎜と
なり、稚魚期に移行するとされている（Yoshimatsu et 
al. 1993）。本研究で 5月に採集されたセスジボラは体
長 8.8 ㎜から 16.4 ㎜であったことから、3月から 4月
に生まれた個体であると推測された。
　スズキ目スズキ亜目については、計 13種が確認さ
れ、仔稚魚は春季から初秋にかけて出現する傾向が見
られた。スズキは 11月から 3月にかけて産卵し（水
戸 1963）、日本海側の河川である由良川の河口沖では
1月下旬から 3月上旬にかけて仔魚期が出現し、河口
の砂浜海岸においては 3月から 4月にかけて仔魚期お
よび稚魚期の個体が出現する（大美 2002）。本調査で
は、2月にスズキの上屈仔魚期の個体が出現し、3月
以降は上屈仔魚期から上屈後仔魚期の個体に加え、稚
魚期の個体が出現した（図 4）。一方、ヒラスズキの
仔稚魚はスズキより約１ヶ月遅い 5月に確認された。
ヒラスズキは、鳥取県西部に位置する中海における稚
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魚調査において、4月から 7月にかけて仔稚魚が採集
されている（鳥取県栽培漁業センター 2007；鳥取県
水産試験場  2010）。ヒラスズキの産卵期については、
高知県土佐湾では仔稚魚の出現時期やサイズから 11
月下旬から 3月下旬と推測されている（Kinoshita and 
Fujita 1988）。一方、飼育環境下では 2月上旬から 5
月上旬に自然産卵したことが報告されている（松山ら 
2002）。また、ヒラスズキの成魚については外海に面
した荒磯に生息するとされ（中坊 2013）、スズキ、ヒ
ラスズキ両種の産卵場や産卵期の違いが、仔稚魚の出
現期の差に反映されている可能性が示唆された。
　5月から 6月には網代漁港においてメジナに加え、
ヘダイ、クロダイ、マダイなどのタイ科魚類の仔稚魚
が出現した。9月および 10月には網代漁港でシロギ
スに加え、クロサギの仔稚魚が優占的に出現した。ク
ロサギについては、河野ら（2014）による日本海産魚
類目録において鳥取県での分布が記録されていない魚
種であるが、和田ら（2014a）において 9月にまとまっ
た数の仔稚魚が採集されている。本研究でも仔稚魚は
10月の網代漁港におけるサーフネットで 660個体が
採集されたことから、秋季には本調査水域周辺に高密
度に分布している可能性が示唆された。
　スズキ目カジカ亜目、ゲンゲ亜目およびギンポ亜目
の仔稚魚は主に春季に出現する傾向が見られた。これ
らの魚種のほとんどは網代漁港内において集魚灯、
サーフネットおよびソリネットで採集された。これら
の魚種の多くは成魚も岩礁域や漁港内の藻場に見られ
る魚種であり、漁港内を含めた沿岸域で生活史を完結
させている種が多いと考えられた。産卵はアナハゼ属
魚類のようにホヤ類など固着性無脊椎動物に卵を産み
付けるものや（岡村・尼岡 1997）、ムスジガジ（藤田・
内田 1959）、ダイナンギンポ（塩垣・道津 1972）など、
卵塊を基質に産む種が多い。
　ハゼ亜目については、種の同定に至ったものが合計
13種確認されたが、集魚灯での採集個体数はスミウ
キゴリを除いてあまり多くなかった。網代漁港内や蒲
生川におけるソリネットで着底した稚魚が多数採集さ
れたスジハゼやヒメハゼも、集魚灯での採集個体数は
ごくわずかであった。これら 2種については、着底サ
イズが小さいことが（内田・道津 1980）、集魚灯で採
集されない要因の一つと考えられた。
　カレイ目魚類については、4種が確認された。ヒラ
メ、イシガレイ、マコガレイの 3種は主に春季を中心
に仔稚魚が出現した（図 5–7）。鳥取県の名誉県魚に
指定されているヒラメは、本県沿岸漁業の重要対象種
で、種苗放流事業も実施されているため、稚魚の生態

については古田（1998, 1999）など報告が多数ある。
近年は鳥取県沿岸における漁獲量が低位で推移してお
り（鳥取県水産試験場・鳥取県栽培漁業センター 
2023）、資源水準の低迷が懸念されている。ヒラメ稚
魚の出現状況は、鳥取県の試験研究機関により漁況予
測のための定量的モニタリングが行われている（鳥取
県栽培漁業センター 2024）。浅海域に着底した直後の
ヒラメの稚魚は、多くの魚類稚魚の餌料として重要な
アミ類を主に摂餌する（古田 1998）。ヒラメ稚魚の出
現動向は、沿岸海域における生産性や魚類仔稚魚の生
息環境の評価基準としても重要であり、モニタリング
の継続は重要である。
　沿岸浅海域における仔稚魚相の調査は、底質や地形
的条件などにより、曳き網等による統一的な手法での
定量的な調査が困難である。本研究では、仔稚魚の出
現動態について定量的評価は出来なかったものの、集
魚灯採集を用いることで曳き網では採集が難しい種、
加えて曳き網で採集された種についてもより発育段階
の低い個体を採集することが出来た。また、沿岸浅海
域の生態的重要性については、砂浜域や藻場などの天
然環境に着目されがちであるが、漁港などの人為的に
作られた静穏域も魚類仔稚魚の成育場として重要な役
割を果たしていることも本調査により示された。近年
では沿岸域の保全のあり方として、里海の概念が普及
しつつある。里海とは「人手が加わることにより生物
生産性と生物多様性が高くなった沿岸海域」を指し（環
境省水・大気環境局水環境課閉鎖性海域対策室 
2009）、里海づくりに関する活動は年々増加している
（環境省 2018）。沿岸域において、水産業上の重要種
以外の魚種の多様性や成育場の利用実態を把握するこ
とは、その健全性を評価し、多様な生物の生息環境を
創出する上でも重要であり、今後も定期的なモニタリ
ングの実施が求められる。
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